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貧酸素水塊速報
（2020年）

令和2年8月11日観測結果

令和2年8月19日

　内湾南部の広い範囲で貧酸素水塊が確認されました（図1）。

川崎人工島付近では、貧酸素水塊の厚みが約20ｍに達しており、

溶存酸素量0.5mL/L以下の無酸素水塊の厚みも約8ｍあります（図2）。

　水温は表層26～27℃、底層16～26℃です。

※内湾底びき網研究会連合会による調査結果です。調査に参加された方は

お疲れ様でした。本日は強風のため、一部欠測となっています。

図１ 底層の溶存酸素量分布（赤線は縦断ライン）
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2020年08月11日 : 溶存酸素
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2007年07月18日 16時 : 観測結果

荒天につき欠測

欠測

図２ 縦断ラインでのDO鉛直分布

←アクアライン 中の瀬→
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